
　

献
血
は
茨
城
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
が
実
施
し
て
お

り
、
本
市
で
は
、
民
間
の
笠
間
献
血
連
合
会
が
推
進
母
体

と
し
て
協
力
し
て
い
ま
す
。

　

献
血
は
水
戸
に
あ
る
献
血
ル
ー
ム
で
実
施
し
て
い
る
ほ

か
、
市
内
で
は
献
血
バ
ス
に
よ
り
、
笠
間
の
陶
炎
祭
な
ど

の
イ
ベ
ン
ト
や
市
役
所
、
大
型
商
業
施
設
な
ど
、
年
間
50

回
前
後
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
笠
間
高
校
で
は
、
50
年

以
上
に
わ
た
り
継
続
し
て
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

献
血
の
対
象
年
齢
は
16
歳
～
69
歳
の
方
で
す
。
最
近
は

対
象
年
齢
の
人
口
減
少
も
あ
り
、
確
保
が
年
々
難
し
く

な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

笠
間
献
血
連
合
会
の
総
会
に
お
い
て
も
セ
ン
タ
ー
の

デ
ー
タ
を
見
る
と
減
少
傾
向
で
あ
り
、
新
た
な
協
力
関
係

事
業
所
な
ど
に
も
投
げ
か
け
、
確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
笠
間
市
消
防
団
員
を
対
象
に
初
め
て
予
定
を
し

て
い
ま
す
。

　

輸
血
に
使
用
す
る
血
液
は
、
人
工
的
に
造
る
こ
と
が
で

き
ず
、
長
期
保
存
も
難
し
く
、
安
定
的
な
確
保
が
必
要
と

の
こ
と
で
す
。

　

本
市
で
も
献
血
バ
ス
の
受
け
入
れ
先
（
１
日
あ
た
り
45

人
程
度
が
目
標
で
す
）
を
探
し
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
ご
協
力
を
。

　

ち
な
み
に
、
私
の
血
液
型
は
AB
型
の
Ｒ
Ｈ（
－
）で
す
。

献
血

県
内
初
!!

笠
間
市
外
国
人
材
支
援
セ
ン
タ
ー

を
開
設

　

外
国
人
材
の
雇
用
に
取
り
組
む
市
内
事
業
者
の
支
援
窓
口
、

市
内
で
雇
用
・
居
住
す
る
外
国
人
の
生
活
の
困
り
ご
と
へ
の 

一
元
的
な
相
談
窓
口
と
し
て
、
商
工
課
内
に
「
笠
間
市
外
国
人

材
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

　

外
国
人
雇
用
に
対
す
る
不
安
を
解
消
す
る
た
め
、
基
礎
的
な

知
識
か
ら
実
際
に
採
用
す
る
ま
で
の
準
備
・
手
続
き
が
学
べ
る

セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
す
る
な
ど
、
事
業
者
の
皆
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
に

合
わ
せ
た
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

窓
口
や
メ
ー
ル
フ
ォ
ー
ム
で
の
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
！

　　市外国人材支援センター（商工課内：内線 512）　　市外国人材支援センター（商工課内：内線 512）
　　【受付】平日 午前８時30分～午後４時30分　　【受付】平日 午前８時30分～午後４時30分
　　　　　（土・日曜日、祝日、年末年始除く）　　　　　（土・日曜日、祝日、年末年始除く）

　

献
血
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
県
赤
十
字
血
液

セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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文 / 笠間市長　山口　伸樹

詳細や問い合わせ
フォームはこちら

広報かさま 2025 年７月号　市長コラム・今月のピックアップ

https://www.city.kasama.lg.jp/page/page016292.html

